
■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査

№
区・局

･統括本部
課・外郭団体 連携事業名 具体的な連携取組の内容

内容
種別

連携先の大学
事業

開始年度

1 鶴見区 総務課 震災対策推進事業 鶴見区防災会議の顧問に東京工業大学の教授が就任 3 東京工業大学 平成20

2 鶴見区 総務課 選挙啓発事業
鶴見大学大学祭において、大学祭実行委員会と連携して、若年層の投票
率向上を目的とした啓発活動を実施。

4 鶴見大学 平成24

3 神奈川区 福祉保健課
たばこ啓発キャンペーンin神大フェス
タ　～けむりの真実～

学園祭にてブースを出展し、①たばこに関するパネル展示②血流測定や呼気
中一酸化炭素濃度測定などの健康チェック③地域・大学・区役所３者それぞ
れの取り組み事例の紹介④たばこの講演会などの啓発キャンペーンを実施

4 神奈川大学 平成23

4 神奈川区 区政推進課
神奈川大学・神奈川区連携推進
会議

包括的な連携推進協定に基づく連携推進のための情報共有を目的とした会
議

7 神奈川大学 平成23

5 神奈川区 区政推進課
暮らし改造きっかけづくりセミナー
「エコライフスタイル」

区役所主催の区民向けエコ講座における講師の依頼 2 國學院大學 平成24

6 神奈川区 高齢・障害支援課 障害者サッカー教室の開催
神奈川大学横浜キャンパスで、神奈川大学と横浜ＦＣと神奈川区が協力し
障害者のサッカー体験教室を開催。大学サッカー部員が協力。

4 神奈川大学 平成23

7 神奈川区 高齢・障害支援課
障がい者スポーツリハビリテーション
セミナー開催

神奈川大学横浜キャンパスを会場として、セミナーを実施。併せて実施した
サッカー教室に、横浜ＦＣとともに大学サッカー部員が協力。

4 神奈川大学 平成24

8 神奈川区 地域振興課
神奈川区資産「わが町 かながわ
とっておき」活用事業

神奈川区ならではの魅力資源の認定、保全、活用を行う神奈川区資産制
度推進委員会委員に任命

6 神奈川大学 平成20

9 神奈川区 地域振興課
青少年パワー発揮事業
"B-SKY FES 2013"

ライブに出演する中高生の指導・応援、ライブの企画・運営・出演 4 神奈川大学 平成23

10 神奈川区 総務課
平成24年度神奈川区明るい選挙
推進協議会

神奈川大学教授が神奈川区明るい選挙推進協議会の委員として参加し
た。
学生と選挙啓発事業に関する意見交換等を実施し、次のとおり事業を運営
した。
・区民まつりで選挙啓発ブースを出店・運営（10月）
・神奈川大学学園祭で選挙啓発ブースを出展・運営（11月）
・横浜市・区明るい選挙推進大会で神奈川区の啓発事業実績を報告（１
月）
・横浜市議会議員神奈川区選挙区補欠選挙に向けて、街頭啓発を実施
（１月）

6 神奈川大学 平成22

11 神奈川区 総務課庶務係 インターンシップの受け入れ 神奈川大学からのインターンシップの受入を実施。 5 神奈川大学 平成23

12 中区 区政推進課
初黄・日ノ出町地域再生まちづくり
事業

地域の安全・安心まちづくり拠点を、横浜市立大学と地元協議会により構成
される委員会が運営。学生が地元と協働して施設の運営やイベント等の企
画実施を行っている。

4 横浜市立大学 平成19

13 南区 地域振興課
横浜橋通商店街をベースとしたまち
づくり

・商店街に関する住民意識調査（外国人向け調査も含む）
・調査結果報告会
・横浜橋通商店街店主調査（ヒアリングも含む）
・ゼミ学生と商店主との意見交換会
・ＨＰの改訂

1 横浜市立大学 平成24

【連携内容種別】　１：調査・研究（委託、補助金、共同、協働）、２：講座・研修の講師・コーディネーター、３：市業務への提案・指導等
４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他
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14 保土ケ谷区 地域振興課
みんなで育む
がやっこ事業

①がやっこ先生
区内小中学校に教員志望学生を派遣し、授業中の学習指導補助、放課
後学習補助、その他クラブ活動補助等を行う（1,000円の謝金あり）。
②がやっこ科学教室
区内小中学生を対象に、大学教員らによる科学教室を開催する。
③がやっこ探検隊
学生の企画により、区内小学生を対象に、体験学習（宿泊体験や農業体験
を含む）を行う（７回程度/年）。

4 横浜国立大学 平成17

15 保土ケ谷区 地域振興課 インターンシップ受け入れ
H17の覚書締結に基づき、希望学生が区役所業務を体験することによって、
見聞を広め、職業意識の向上や区政理解を目指す。

5 横浜国立大学 平成17

16 保土ケ谷区 地域振興課 元気な地域づくり推進事業
以下の支援会議、検討会への委員依頼。
①保土ケ谷区地域・まちづくり活動支援会議　委員
②保土ケ谷区地域運営補助金検討会　委員

4 横浜国立大学
①平成6
②平成23

17 保土ケ谷区 地域振興課
市民活動支援事業

以下の評議会への委員依頼。
ほどがや市民活動センター　評議会　委員 4 横浜国立大学 平成18

18 保土ケ谷区 生活衛生課 暮らしの衛生サポート事業 食中毒予防や薬物乱用防止の啓発を横国大内にて実施する。 7 横浜国立大学 平成22

19 保土ケ谷区 高齢・障害支援課 ボランティア養成とスキルアップ
福祉ボランティアを単位として授業に取り入れている講師の実践例講義、学
生ボランティア養成のための施設実習の実施。

4 横浜国立大学 平成24

20 保土ケ谷区 高齢・障害支援課 認知症サポーター養成講座 授業の一環として、認知症サポーター養成講座を実施する。 5 横浜国立大学 平成24

21 保土ケ谷区 保護課 若者はばたきサポート事業
生活保護受給世帯の中学生に対する学習支援を実施する。NPO法人へ委
託している。

4 横浜国立大学 平成19

22 保土ケ谷区 土木事務所 岡沢町地下道へのアート 岡沢町地下道の落書き防止のため、国大美術部に絵を描いてもらう。 4 横浜国立大学 平成24

23 旭区 地域振興課
青少年未来発見事業「ＤＮＡ実験
教室～夢がいっぱい！ＤＮＡを取り
出しちゃおう！」

旭区在住在学の小学生を対象に、ＤＮＡについての講義及び「ＤＮＡ実験
キット」でＤＮＡ抽出実験を行い、ＤＮＡについてわかりやすく学ぶ実験教室にお
いて、准教授と学生に指導してもらった。

2 神奈川大学 平成23

24 磯子区 地域振興課 いそっこ地域サポート事業

小学校において、授業に集中できない子に声をかけるなど、担任教師の補助
をする学習支援ボランティアの人材として、地域の協力者のほか教員を目指し
ている学生にも参加してもらうため、教職課程のある大学に募集チラシを掲示
して、参加を呼びかけた。

4 関東学院大学 平成24

25 磯子区 地域振興課
地域づくりアドバイザー事業
（他団体補助金）

商店街のにぎわいづくりを進めるために、横浜商科大学の教授を招き、区内
商店街と意見交換を行った。

2 横浜商科大学 平成24

26 金沢区 区政推進課
Campus Town Kanazawaサポート
事業

関東学院大学及び横浜市立大学の教員・学生が行う、金沢区をフィールド
とし、地域と連携した活動及び調査研究に対し、補助金を交付した。

1
関東学院大学
横浜市立大学

平成21
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27 金沢区 区政推進課
区内市立保育園における大学生と
園児との交流

区内市立保育園に関東学院大学人間環境学部の学生が訪問し、劇や歌
を披露し、園児と交流した。

4 関東学院大学 平成22

28 金沢区 区政推進課
地域ケアプラザ利用者と大学生と
の交流

区内の地域ケアプラザへ学生がボランティアとして訪問し、デイサービスや子育
てサロンでの活動に参加したほか、横浜市立大学吹奏楽団「奏（かなで）」
が、でおサービス利用者向けの演奏会を開催した。

4
関東学院大学
横浜市立大学

平成23

29 金沢区 区政推進課
横浜市立大学における障害者福
祉施設の製品販売

横浜市立大学金沢八景キャンパス内で、区内の障害者福祉施設5施設の
製品販売を行った。

4 横浜市立大学 平成23

30 金沢区 区政推進課 金沢区役所インターンシップ
関東学院大学及び横浜市立大学の学生を対象とし、金沢区役所における
インターンシップを実施した。

5
関東学院大学
横浜市立大学

平成23

31 金沢区 区政推進課 金沢HAKKEN掲載委託
横浜市立大学の学生が発行しているフリーペーパー「金沢HAKKEN」に、キャ
ンパスタウン金沢を紹介する記事の掲載を委託

4 横浜市立大学 平成23

32 金沢区 区政推進課
キャンパスタウン金沢推進隊
①広報区版連載の取材・原稿作
成

広報に協力していただける学生を募集。広報よこはま金沢区版でのキャンパス
タウン金沢の連載について、学生に原稿作成を依頼。11月号と3月号を作成
してもらった。

4 関東学院大学 平成24

33 金沢区 区政推進課
キャンパスタウン金沢推進隊
②キャンパスタウン金沢フォーラムの
企画・運営

サポート事業活動団体の学生を対象に募集し、キャンパスタウン金沢フォーラ
ムの企画及び当日の運営に協力してもらった。

4
関東学院大学
横浜市立大学

平成23

34 金沢区 区政推進課
区総合庁舎2階玄関周辺の空間
環境改善

庁内プロジェクトと関東学院大学美術部とが連携し、壁面のペイント等を実
施

4 関東学院大学 平成23

35 金沢区 区政推進課 金沢区オリジナル海抜標示の作成
関東学院大学及び横浜市立大学美術部と連携し、金沢区オリジナルの海
抜標示ステッカーを作成（総務課防災担当と連携）

4
関東学院大学
横浜市立大学

平成24

36 金沢区 区政推進課 課題解決に向けた情報整理
関東学院大学と連携して人口減少要因等の分析作業。

3 関東学院大学 平成24

37 金沢区 福祉保健課
横浜市富岡東地域ケアプラザ・横
浜市柳町地域ケアプラザ指定管理
者選定委員会

富岡東地域ケアプラザ・柳町地域ケアプラザの次期指定管理者選定につい
て、選定委員として任命。

6 横浜市立大学 平成24

38 金沢区 福祉保健課
金沢区地域福祉保健計画推進
委員会

金沢区地域福祉保健計画の推進状況の評価等を行う委員会委員として任
命。

6 横浜市立大学 平成24

39 金沢区 福祉保健課 たばこ対策事業

①世界禁煙デー、就活セミナーに合わせ喫煙防止講義を２回実施
②禁煙防止講義でのアンケートによる学生の喫煙状況調査の実施
③世界禁煙デー（5/31）に構内（八景・文庫・室の木・小田原の全キャンパ
ス）で全面禁煙の実施、禁煙相談ブースの設置

4 関東学院大学 平成22
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40 金沢区 福祉保健課 エイズ予防対策

①大学祭（11/2～3）にてブース出展し、啓発グッズの配布のほか、レッドリボン
のデコレーション・手作りピアスの体験コーナーを設置
②世界禁煙デー（5/31）に各キャンパス（八景・文庫・室の木・小田原）にて、
啓発チラシの配布

4 関東学院大学 平成24

41 金沢区 地域振興課 金沢区地域の団体交流会
金沢区のプラットフォームづくりの一環として、金沢区の活動団体が交流し、各
地域での活動が盛んになるよう開催した。

7
関東学院大学
横浜市立大学

平成23

42 港北区 福祉保健課 日吉フェスタ2012
大学祭に健康と食生活のブースを出店し、学生、市民に啓発を行った。呼気
中一酸化炭素濃度測定などの健康チェック、乳がん自己触診モデル体験、
朝食摂取の啓発などを実施。

4 慶應義塾大学 平成24

43 港北区
総務課統計選挙係
（港北区明るい選挙推
進協議会）

日吉フェスタ
慶応義塾大学日吉キャンパスで例年実施されている「日吉フェスタ」に参加
し、選挙マスコットとの記念撮影や選挙豆知識パネル展示など、若年層向け
選挙啓発を行った。

4
慶応義塾大学

平成24

44 港北区 保護課
被保護世帯の子どもに対する教育
支援事業

慶應義塾大学社会・地域連携室が窓口となり、学生や教員等、学内での
事業の周知や協力依頼を行っています。

学生もボランティアとして主体的に事業に参加し、中学生の学習支援やシン
ポジウムの企画・開催に取り組むなど、事業の核をなしています。

4 慶應義塾大学 平成23

45 青葉区 区政推進課 青葉区6大学連携事業

区民が青葉区と連携する区内の６大学を巡る「青葉区６大学めぐりツアー」を
実施
青葉区と連携する区内の６大学が、区民向けの生涯学習講座等を開催
青葉区広報ＦＭ番組「青葉くるるんキャンパス」放送

2
カリタス女子短期大学/國學院大
學/桐蔭横浜大学/日本体育大
学/横浜美術大学/玉川大学

平成21

46 青葉区 福祉保健課
青葉かがやく生き生きプラン
（第2期青葉区地域福祉保健計
画）

新荏田地区別計画推進における健康づくりイベント実施 2 國學院大學 平成22

47 青葉区 福祉保健課
がん検診受診率向上事業
（出前教室）

横浜市立大学の看護学生による子宮頸がんに関する出前教室（國學院大
學、カリタス女子短期大学、区内中学校のＰＴＡ、養護教諭等）を実施。ま
た、健康フェスティバル等のイベント協力

2
横浜市立大学
國學院大學
カリタス女子短期大学

平成23
（横浜市立大

学
カリタス女子短

期大学）
平成24

（國學院大學）

48 青葉区 福祉保健課 ウオーキング普及啓発事業 地区ウオーキングイベント実施の際にウオーキングや運動に関する講師を依頼 2 國學院大學 平成23

49 青葉区 福祉保健課 ママの健康輪づくり講座 会場使用、体力測定の実施等 4
國學院大學
カリタス女子短期大学

平成23
（國學院大學）

平成22
（カリタス女子短

期大学）

50 都筑区 福祉保健課 ビューティ＆ヘルスアップ事業
就職セミナーにおいて、健康づくりに関する講話を実施（AOKIによるスーツの選
び方、資生堂によるメーク講座を同時開催）。

5 東京都市大学 平成24

51 都筑区 福祉保健課 たばこ対策事業 たばこの害（受動喫煙など）について、行政医師が講義を実施。 5 東京都市大学 平成24

52 戸塚区 地域振興課
とつカレッジ～戸塚のいいとこ学び
隊～

全７回のうち、第６回講座で講師を依頼した。
講座名：ボランティアの力～私が変わる・地域が変わる～

2 明治学院大学 平成23
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■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査
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【連携内容種別】　１：調査・研究（委託、補助金、共同、協働）、２：講座・研修の講師・コーディネーター、３：市業務への提案・指導等
４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他

53 戸塚区 地域振興課 戸塚区区民企画運営講座事業 補助金交付申請団体に関する検討会の委員を依頼した。 6 神奈川大学 平成18

54 戸塚区 地域振興課 とつか区民活動センター運営事業 とつか区民活動センター運営事業評議会の委員を依頼した。 6 明治学院大学 平成23

55 戸塚区 地域振興課
横浜市放課後キッズクラブ運営事
業

戸塚区放課後キッズクラブ運営法人選定等検討会の委員を依頼した。 6 明治学院大学 平成24

56 戸塚区
地域振興課
資源化推進担当

３Ｒ夢推進事業
明治学院大学「ごみの分別説明
会」

４月入学の１年生を対象に、横浜市のごみと資源の分け方・出し方等につい
ての説明会を実施。

2 明治学院大学 平成19

57 戸塚区
地域振興課
資源化推進担当

３Ｒ夢推進事業
明治学院大学「戸塚まつり」

大学祭で３Ｒ夢（ごみと資源の分け方・出し方など）について、学生や市民に
対して啓発等を実施。

4 明治学院大学 平成20

58 戸塚区
地域振興課
資源化推進担当

３Ｒ夢推進事業
横浜薬科大学「浜薬祭」

大学祭で３Ｒ夢（ごみと資源の分け方・出し方など）について、学生や市民に
対して啓発等を実施。

4 横浜薬科大学 平成22

59 戸塚区 福祉保健課
（健康横浜２１推進事業）
明治学院大学「戸塚まつり」

大学祭に禁煙・栄養関係のブースや、マンモグラフィー車の見学を含めた乳が
ん検診啓発ブースを出店し、学生、市民に啓発を行った。AIDS市民活動セ
ンターの協力出店もあり。

4 明治学院大学 平成19

60 戸塚区 福祉保健課
（健康横浜２１推進事業）
横浜薬科大学「浜薬祭」

大学祭に禁煙・栄養関係のブースを出店し学生、市民に啓発を行った。学生
もブーススタッフとして参加した。
AIDS市民活動センターによる啓発ブースも同室内で出店した。

4 横浜薬科大学 平成22

61 泉区 区政推進課 泉区プロモーション推進事業
　「泉区のプロモーション戦略」を構築するため、学識経験者、有識者、市職
員等による泉区プロモーション戦略検討懇談会の委員を依頼した。

6 フェリス女学院大学 平成24

62 栄区 総務課 セーフコミュニティ事業
栄区セーフコミュニティ推進協議会傷害サーベイランス分科会業務（各種デー
タの解析、事故・けが等に関する実態調査の実施等）を委託。

1 横浜市立大学 平成22

63 栄区 総務課 セーフコミュニティ事業
栄区セーフコミュニティ推進協議会自殺予防対策分科会業務（自殺予防対
策に係る分析等）を委託。

1 横浜市立大学 平成22

64 栄区 総務課 セーフコミュニティ事業 栄区セーフコミュニティ推進協議会傷害サーベイランス分科会の委員に任命。 6 横浜市立大学 平成22

65 栄区 総務課 セーフコミュニティ事業 栄区セーフコミュニティ推進協議会傷害サーベイランス分科会の委員に任命。 6 横浜国立大学 平成22
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【連携内容種別】　１：調査・研究（委託、補助金、共同、協働）、２：講座・研修の講師・コーディネーター、３：市業務への提案・指導等
４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他

66 栄区 総務課 セーフコミュニティ事業 栄区セーフコミュニティ推進協議会傷害サーベイランス分科会の委員に任命。 6 明治学院大学 平成22

67 栄区 総務課 セーフコミュニティ事業 栄区セーフコミュニティ推進協議会傷害サーベイランス分科会の委員に任命。 6 横浜市立大学 平成22

68 栄区 総務課 セーフコミュニティ事業 栄区セーフコミュニティ推進協議会自殺予防対策分科会の委員に任命。 6 横浜市立大学 平成22

69 瀬谷区 地域振興課
【せやこども大学　夏期講座】
実験してみよう！！
水溶液の不思議な色変化

区主催の子ども向け体験型講座の実施 2 関東学院大学 平成23

70 瀬谷区 地域振興課
【せやこども大学　夏期講座】
作ってみよう！！
夏の必需品！自分だけのうちわ

区主催の子ども向け体験型講座の実施 2 横浜美術大学 平成23

71 瀬谷区 地域振興課

【せやこども大学　夏期講座】
チャレンジしてみよう！！
初心者大歓迎！
誰でも簡単に跳べちゃう
ダブルダッチ教室

区主催の子ども向け体験型講座の実施 2 日本体育大学 平成23

72 瀬谷区 地域振興課
【せやこども大学　夏期講座】
見てみよう！！
ふくらむ不思議

区主催の子ども向け体験型講座の実施 2 横浜国立大学 平成23

73 瀬谷区 地域振興課
【せやこども大学　夏期講座】
くらべてみよう！！
小麦粉の不思議

区主催の子ども向け体験型講座の実施 2 横浜市立大学 平成23

74 瀬谷区 地域振興課
【せやこども大学　夏期講座】
考えてみよう！！
モノと物、ヒトと人のかかわり方

区主催の子ども向け体験型講座の実施 2 神奈川大学 平成23

75 瀬谷区 地域振興課
【せやこども大学　冬期講座】
描いてみよう！
ドローイングライトの世界

区主催の子ども向け体験型講座の実施 2 東京都市大学 平成23

76 政策局 国際政策課
フォルカー・シュタンツェル駐日ドイツ
大使講演会

「Germany’s Energy Revolution ‒ Possible Or Not?（ドイツのエネルギーシ
フト－その成否）」をテーマに、フォルカー・シュタンツェル駐日ドイツ大使が横浜
市立大学で講演会を実施した。学生43名、教職員等25名、計68名が参加
した。横浜市は、ドイツ大使館との連絡調整支援を実施した。

4 横浜市立大学 平成24

77 政策局 国際政策課 ヨコハマ国際まちづくり推進委員会 ヨコハマ国際まちづくり推進委員会の委員に任命 6 横浜市立大学 平成19

78 政策局 国際政策課 多文化共生研修 職員向け研修の講師 2 横浜市立大学 平成23
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■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査

№
区・局

･統括本部
課・外郭団体 連携事業名 具体的な連携取組の内容

内容
種別

連携先の大学
事業

開始年度
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４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他

79 政策局 国際政策課
外国人のための日本語学習支援
事業

日本語学習に関するインタビュー調査企画について、専門的な立場から助言
を行う

3 横浜国立大学 平成22

80 政策局 国際政策課

第５回アフリカ開発会議キックオフ・
ウィーク　イベント
「アフリカセミナー～アフリカ各国の大
使と語るこれからの課題～」

アフリカ諸国の抱える開発課題を切り口に、草の根レベルでアフリカと日本の関
係について考える「アフリカセミナー～アフリカ各国の大使と語るこれからの課題
～」開催において、横浜市立大学の吉田栄一准教授にファシリテーターを依
頼するとともに、市大生が当該セミナーで発表。

2 横浜市立大学 平成24

81 政策局 国際技術協力課
Y-PORT事業と市大アカデミックコン
ソーシアムの連携協力

・Y-PORT推進会議にオブザーバーとして参加（通年）
・横浜市の実施する「セブ市合同調査」に参加（7月）
・国際技術協力課長が市大において講義（8月）
・タイ・タマサート大学でのアカデミック・コンソーシアム総会にて講演（9月）
・横浜デイの交流会にブース出展（11月）

7 横浜市立大学 平成23

82 政策局 共創推進課
横浜市民間資金等活用事業審
査委員会

・委員への就任 6 横浜市立大学 平成24

83 政策局 共創推進課 共創アクションセミナー ・連携してセミナーを実施。 2 慶應義塾大学 平成24

84 政策局 共創推進課
地域実践教育研究センターにおけ
る外部評価委員

・大学の地域実践教育研究センターで実施した事業に関する外部評価に関
して、外部評価委員として参加。

2 横浜国立大学 平成24

85 政策局 政策課 都心部活性化検討調査
横浜都心部のにぎわいづくりに関し、現状把握や課題の分析を行った上で、
具体的な取組について提案をいただく

1

横浜商科大学
神奈川大学
横浜国立大学大学院
横浜市立大学
横浜市立大学大学院

平成24

86 政策局
（公財）横浜市国際交
流協会
多文化共生課

国際機関実務体験プログラム 国際機関等での国際協力・交流の実務体験の機会を提供した。 5
横浜市立大学・明治学院大学・
フェリス女学院大学・横浜国立大
学

平成16

87 財政局 財政課
出前財政講座
（講師の派遣）

若い世代にも横浜市の財政状況についての理解を深めてもらうため、財政広
報誌「ハマの台所事情」による24年度予算の解説や中長期的な財政見通し
等について講義した。

5 関東学院大学 平成24

88 市民局 男女共同参画課 横浜市男女共同参画審議会 横浜市男女共同参画審議会の委員に任命 6 神奈川大学、横浜市立大学 平成13

89 市民局 男女共同参画課
働く女性応援プログラム
（横浜女性ネットワーク会議）

横浜女性ネットワーク会議の当日運営に係る学生ボランティア 4
神奈川大学、東洋英和女学院大
学

平成24

90 市民局 男女共同参画課
働く女性応援プログラム
（学生向けキャリアデザインプログラ
ム）

キャリアデザイン講座の実施（大学で実施する講座内容の共同検討、講師の
派遣）

5
神奈川大学、カリタス女子短期大
学

平成24

91 市民局 男女共同参画課
よこはまグッドバランス賞認定委員
会

よこはまグッドバランス賞認定委員会の委員に任命 6 横浜市立大学 平成19
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■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査
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【連携内容種別】　１：調査・研究（委託、補助金、共同、協働）、２：講座・研修の講師・コーディネーター、３：市業務への提案・指導等
４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他

92 市民局 男女共同参画課
女性に対する暴力防止キャンペー
ン

相談窓口案内カード・シールの配布・掲示 4 市内28大学 平成19

93 市民局 男女共同参画課 若者向けデートＤＶ予防啓発 大学生を対象としたデートＤＶ防止講座の実施 5 平成19

94 市民局 男女共同参画課 若者向けデートＤＶ予防啓発
若者を対象としたデートＤＶ予防啓発事業「デートＤＶピースプロジェクト」の広
報（チラシの配布・掲示、メーリングリストでの周知）

4 市内28大学 平成24

95 市民局 広報課 横浜市広報企画審議会 横浜市広報企画審議会の委員に任命 6
東京藝術大学大学院
女子美術短期大学
横浜市立大学

昭和39

96 市民局 市民活動支援課 市民活動推進事業 市民活動推進委員会委員へ委嘱 6
横浜商科大学
横浜市立大学

平成12

97 市民局 市民活動支援課 市民活動推進事業
横浜市市民活動推進委員会市民活動支援センター事業部会専門委員へ
委嘱

6
神奈川大学
明治学院大学

平成12

98 文化観光局 創造都市推進課 創造都市政策推進ボード

横浜固有の歴史的資産等を活用し、文化芸術の持つ創造性を都市の新し
い価値や魅力づくりに結びつける創造都市づくりを進めるため、創造都市を活
性化していくためのマネージメントと事業ビジョン、将来像についての意見交換
を実施。

6 横浜国立大学/横浜市立大学 平成24

99 文化観光局 創造都市推進課 ＹＣＣスクール事業

ヨコハマ創造都市センターを会場に、「文化芸術創造都市・横浜」をテーマとし
て、次代の担い手育成、共同研究・教育活動等に取り組むプログラム。
授業・ワークショップ・シンポジウム等を開催するとともに、創造都市に関する調
査・研究等を実施。

4 横浜国立大学/横浜市立大学 平成24

100 文化観光局 創造都市推進課
文化芸術創造都市づくりの推進に
向けた地域貢献事業

大学主催による市民等を対象とした事業等の実施 4 東京藝術大学 平成17

101 文化観光局 創造都市推進課 スマートイルミネーション事業 スマートイルミネーション横浜実行委員会の委員長に就任 4 横浜市立大学 平成24

102 文化観光局 創造都市推進課 スマートイルミネーション事業 スマートイルミネーション横浜2012のプログラムに出展 4
東京藝術大学大学院映像研究
科アニメーション専攻、横浜美術大
学

平成24

103 文化観光局 文化振興課 クラシック・ヨコハマ推進事業
地域で行われるコンサートシリーズのうち、大学連携コンサートの開催に、出演
者（ソリスト）の紹介・広報の相互協力

4
慶應義塾大学
フェリス女学院大学

平成19

104 文化観光局
公益財団法人横浜市
芸術文化振興財団
横浜にぎわい座

野毛大道芸フォトコンテスト2012
野毛地区街づくり会、野毛大道芸実行委員会が主催し、横浜商科大学が
共催する本事業に会場提供・広報協力・協賛

4 横浜商科大学 平成22
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105 文化観光局
公益財団法人横浜市
芸術文化振興財団
横浜にぎわい座

2012年度 野毛まちなかキャンパス
横浜・野毛地区との協働事実施しているオープンキャンパス企画に、講座企
画のコーディネート、会場提供、広報協力を実施

4 横浜商科大学 平成19

106 文化観光局
公益財団法人横浜市
芸術文化振興財団
横浜にぎわい座

神奈川大学エクステンションセンター
生涯学習講座への企画協力

落語鑑賞講座で開催される落語会の舞台設営のための機材貸出し、広報
協力

4 神奈川大学 平成24

107 文化観光局
公益財団法人横浜市
芸術文化振興財団
横浜にぎわい座

大学生ｲﾝﾀﾝｰﾝｼｯﾌﾟ受入れ
大学の職業体験ｲﾝﾀｰン生の受入れを実施した。公益財団として文化振興
に関わっていく場合の使命や文化事業についての説明、文化施設運営現場
での窓口対応や公演実施補助業務を学生が体験。

5 神奈川大学 平成24

108 文化観光局
（公財）横浜市芸術文
化振興財団
横浜能楽堂

教育研究のためのコンテンツ提供 1 横浜国立大学 平成24

109 文化観光局

(公財)横浜市芸術文
化振興財団
ヨコハマ創造都市セン
ター
アーツコミッション・ヨコハ
マ（ACY）

ＡＣＹ卒展支援
横浜創造界隈で実施される各美術系大学などの卒業制作展（卒展）の情
報を取りまとめ、創造界隈メールニュース、ACYweb、ＹＣＣホームページなど広
報面で支援を行った。

4

関東学院大学／東京藝術大学
／横浜国立大学／横浜美術大
学／女子美術大学／玉川大学
／和光大学／東京造形大学／
駒沢女子大学／多摩美術大学/
倉敷芸術科学大学

平成19

110 文化観光局

(公財)横浜市芸術文
化振興財団
ヨコハマ創造都市セン
ター
アーツコミッション・ヨコハ
マ（ACY）

ＡＣＹインターンシップの実施
各大学の教員の推薦を受けた学生を実習生としてＡＣＹ事業「関内外オープ
ン！４」にインターンとして受け入れを行なった。

5
横浜国立大学／神奈川大学／
立教大学／立教大学大学院

平成21

111 文化観光局

(公財)横浜市芸術文
化振興財団
ヨコハマ創造都市セン
ター
アーツコミッション・ヨコハ
マ（ACY）

先駆的芸術活動助成 先駆的芸術活動助成選考委員会　審査員 6 横浜国立大学 平成20

112 文化観光局
ヨコハマ創造都市セン
ター（YCC)

ＹＣＣスクール
ヨコハマ創造都市センターを活用して「創造都市・横浜」の実現に向けて、協
働して創造都市の担い手の育成や共同研究・教育活動を行った。

5 横浜国立大学／横浜市立大学 平成24

113 文化観光局

(公財)横浜市芸術文
化振興財団
横浜赤レンガ倉庫１号
館

ドーンプロジェクト
（卒業制作展支援事業）

美術系・設計系大学の卒業制作展の展示指導と利用料の部分負担 4 関東学院大学／横浜美術大学 平成14

114 文化観光局
(公財)横浜市芸術文
化振興財団
磯子区民文化センター

インターンシップ受入
大学1年生1名を受入れ。異世代交流ワークショップ、クラシックコンサート、子
育て支援事業、アウトリーチ事業など様々な事業準備、運営から、施設運営
にかかわる事務までお手伝いいただいた。

5 フェリス女学院大学 平成21

115 文化観光局
文化振興課
横浜市芸術文化振興
財団

横浜美術大学＆横浜美術館連
携公開講座
「ネオライムストーンで彫刻制作を
楽しむ」

文化的財産、教育資源の共有化を図るため、美術館の所蔵作品の紹介と
美術制作体験を実施。今回一般参加者向け講座として、美術館での彫刻
の紹介と横浜美術大学での彫刻制作体験。全12回。

2 横浜美術大学 平成24

116 文化観光局
(公財)横浜市芸術文
化振興財団　横浜市
吉野町市民プラザ

横浜アートサイト2012「光のぷろむ
なぁど」連携
Christmas Concert in 吉野町

大岡川アートプロジェクト「光のぷろむなぁど」連携事業「クリスマス･マーケット
in 吉野町」におけるにぎわい創出のためのロビーコンサート。昨年協働実施し
た学生が企画、運営、出演など、すべてを実施。

4 フェリス女学院大学 平成24

117 文化観光局
(公財)横浜市芸術文
化振興財団　横浜市
吉野町市民プラザ

ROCK CITTY YOKOHAMA @
Yoshino-cho

吉野町市民プラザ協力事業(お三の宮通りまちづくり委員会内「ロックシティ ヨ
コハマ」主催)。近隣商店街の店主が地元活性化のため隔月で実施するロッ
クコンサート。学生有志がボランティアスタッフとして運営協力。

4 フェリス女学院大学 平成24
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118 文化観光局
公益財団法人横浜市
芸術文化振興財団
業務管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ

財団監事委嘱 監事 7 横浜商科大学 平成21

119 文化観光局
(公財)横浜市芸術文
化振興財団
横浜みなとみらいホール

オルガンインターンシップ オルガン科授業 5 フェリス女学院大学 平成24

120 文化観光局
(公財)横浜市芸術文
化振興財団
横浜みなとみらいホール

インターシップ（運営業務、自主事業業務、広報業務全般） 5 フェリス女学院大学 平成20

121 文化観光局
（公財）三溪園保勝会
観光振興課

名勝三溪園整備委員会
（観光振興課）

名勝三溪園を文化財として良好に維持・管理するため、有識者等から構成
される委員により組織された名勝三溪園整備委員会により、庭園整備計画
および活用、その他必要な事項について審議を行います。

6 神奈川大学、関東学院大学

122 文化観光局
（公財）横浜観光コンベ
ンション・ビューロー
コンベンション振興課

MICE機能強化事業「横浜MICE
オープンカレッジ」

世界水準のMICE人材育成を行うことを目的とした寄附講座 5 横浜市立大学

平成23
（平成23年度は
横浜商科大学

で実施）

123 文化観光局 コンベンション振興課
コンベンション誘致・開催支援事業
「コンベンション開催支援」

神奈川大学で行われた「信頼性工学及びリスク管理に関する国際シンポジウ
ム」の開会式に文化観光局長が出席し、挨拶を行った。

4 神奈川大学 平成24年

124 文化観光局
（公財）横浜観光コンベ
ンション・ビューロー
コンベンション振興課

コンベンション誘致・開催支援事業
「コンベンション開催支援」

MICE開催促進を目的とした、現物支給による支援。 4
神奈川大学・横浜国立大学・横
浜市立大学

平成24年

125 文化観光局 創造都市推進課
横浜市創造界隈形成推進委員
会

横浜市創造界隈形成推進委員会及び分科会の委員に任命 6
工学院大学/慶應義塾大学/立
教大学/首都大学東京

平成23

126 文化観光局 創造都市推進課 スマートイルミネーション事業 スマートイルミネーション横浜2012のプログラムに出展 4
東京工芸大学、東京造形大学 、
東京都市大学、京都造形芸術大
学、多摩美術大学、早稲田大学

平成24

127 文化観光局 コンベンション振興課
コンベンション誘致・開催支援事業
「コンベンション誘致」

27年1月に予定されている「第5回視覚・眼科研究アジア地区開催国際会
議」の誘致活動を行い、誘致に成功

4 慶應義塾大学 平成24

128 経済局 誘致推進課 企業等誘致推進本部審査部会 企業等誘致推進本部審査部会専門委員への就任 6 横浜市立大学 平成16

129 経済局 誘致推進課 中小企業海外販路開拓事業 中小企業海外販路開拓事業に関する意見聴取会への出席 6 横浜市立大学 平成23

130 経済局 誘致推進課 国際ビジネス支援事業 市内中小企業での留学生インターンシップの受入（試行） 4 横浜市立大学 平成24
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131 経済局 新産業振興課 国際戦略総合特区推進事業 ライフイノベーション地域協議会委員への就任を依頼 6

東京工業大学、横浜市立大学、
国際医療福祉大学、北里大学、
慶応義塾大学、シカゴ大学、東京
大学、

平成22

132 経済局 ものづくり支援課 産学連携推進支援
東工大横浜ベンチャープラザ入居企業に対する賃料補助や知的財産・経営
に詳しい専門家の派遣を行い、研究成果の早期事業化に向けた支援を行い
ます。

4 東京工業大学 平成18

133 経済局 ものづくり支援課
中小企業新技術・新製品開発促
進事業（SBIR)

新事業分野開拓事業者等認定委員会の委員 6 横浜市立大学 平成18

134 経済局 ものづくり支援課
中小企業新技術・新製品開発促
進事業（SBIR)

助成金申請企業の助成金交付審査会の審査委員 6
横浜市立大学、横浜創英大学、
東京大学、横浜国立大学

昭和59

135 経済局 消費経済課 消費生活審議会運営事業 横浜市消費生活条例に基づき設置された消費生活審議会の委員の委嘱 6
明治学院大学
横浜国立大学
法政大学

平成8年

136 経済局 消費経済課
消費者法・環境法関連インターン
シップの実施に関する協定

学生を実習生として職場、関係機関に受け入れ 5 明治学院大学 平成20

137 経済局 消費経済課
平成24(2012）年度消費者行政イ
ンターンシップの実施に関する協定

学生を実習生として職場、関係機関に受け入れ 5 関東学院大学 平成21

138 経済局
新産業振興課
（（財）木原記念横浜
生命科学振興財団）

木原記念こども科学賞
神奈川県内の小・中学生を対象とした科学賞の選考委員として選考を行っ
た。

6 横浜市立大学 平成５

139 経済局
新産業振興課
（（財）木原記念横浜
生命科学振興財団）

木原記念財団学術賞
生命科学の分野で、優れた独創的な研究を行なっている若手研究者表彰
のための選考委員として選考を行った。

6
横浜市立大学／名古屋大学／
東京大学／大阪大学／東大医
科学研究所

平成４

140 経済局
新産業振興課
（（財）木原記念横浜
生命科学振興財団）

高校生実習会
神奈川県内高校生を対象としたナノテクノロジー実習会の講師（8月と12月に
実施）（H24：国立青少年教育振興機構「子どもゆめ基金」補助事業）として
実習を行った。

2 横浜市立大学 平成11

141 経済局
新産業振興課
（（財）木原記念横浜
生命科学振興財団）

バイオビジネス・スタートアップ

神奈川県内の有望な研究・技術シーズの事業化促進や連携促進を
目的として、大学・研究機関やバイオ系企業等によるプレゼンテーションや参
加者との情報交換の場である「バイオビジネス・スタートアップ」を2回開催。
（H24：神奈川県受託事業「ライフサイエンス分野振興事業」）

2 東京大学／横浜市立大学 平成23

142 経済局
新産業振興課
（（財）木原記念横浜
生命科学振興財団）

ニューズレター第２９号 財団の機関紙「ニューズレター」に掲載する記事の執筆（生命科学分野） 7 岡山大学／横浜市立大学 昭和60

143 経済局
新産業振興課
（（財）木原記念横浜
生命科学振興財団）

課題解決型医療機器の開発・改
良に向けた病院・企業間の連携支
援事業（総合特区推進調整費）

医療現場の課題を解決する医療機器等の開発・改良事業において、事業
管理機関として研究実施機関に再委託し、研究開発・事業化を行う。

1 横浜市立大学 平成24
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144 経済局 工業技術支援センター
工業技術支援センター事業
（試験分析＜共同研究＞）

「横浜市工業技術支援センター共同研究実施要綱」に基づき、大学と協力
し技術開発や製品化に向けた研究を共同で推進する。

1 関東学院大学 平成23

145 経済局 工業技術支援センター
工業技術支援センター事業
（試験分析＜共同研究＞）

「横浜市工業技術支援センター共同研究実施要綱」に基づき、大学と協力
し技術開発や製品化に向けた研究を共同で推進する。

1 横浜国立大学 平成24

146 経済局 工業技術支援センター
工業技術支援センター事業
（技術者育成）

　地元工業会等からの要望を踏まえ、地域産業の振興と人材育成を目的と
したセミナーを開催する。平成24年度は、「求人活動支援セミナー」と「経営
支援セミナー」を実施した。

2 関東学院大学 平成23

147 経済局 工業技術支援センター
工業技術支援センター事業
（技術者育成）

　ものづくり現場を支える中核的な技術者の育成を大学と連携して実施し、
市内中小企業の技術力向上や高度化を図る。平成24年度は、「最新めっき
技術講習会」を実施した。

2 関東学院大学 平成22

148 経済局 工業技術支援センター
工業技術支援センター事業
（技術者育成）

　ものづくり現場を支える中核的な技術者の育成を大学と連携して実施し、
市内中小企業の技術力向上や高度化を図る。平成24年度は、「壊れる・壊
す～破壊から学ぶセミナー」を実施した。

2 東京都市大学 平成24

149 経済局 工業技術支援センター
工業技術支援センター事業
（産業デザイン支援）

　市内中小企業が提示した課題を大学デザイン科等の学生がカリキュラムの
中でデザイン面から取り組み、新製品、商品開発の解決方法のヒントを企業
に提案する。

4 横浜美術大学 平成24

150 経済局
(公財)横浜企業経営
支援財団

産学連携推進事業
市内理工系9大学及び13市外・県外大学と産学広域大学連携ネットワーク
を構築。
大学研究シーズの発表や市内中小企業との技術連携

2

9市内連携大学
横浜国立大学/神奈川大学/関
東学院大学/鶴見大学/慶応義
塾大学/桐蔭横浜大学/東京工
業大学/東京都市大学/横浜市
立大学
13広域連携大学
東海大学/早稲田大学/同志社
大学/関西大学/関西学院大学/
立命館大学/山口大学/高知大
学/広島大学/鹿児島大学/岩手
大学/金沢大学/帯広畜産大学

平成11

151 経済局
(公財)横浜企業経営
支援財団

テクニカルショウヨコハマ2013
「よこはま産学連携コーナー」

大学による出展・研究シーズの発表 2

神奈川工科大学/神奈川大学/
関東学院大学/慶應義塾大学/
横浜国立大学/横浜市立大学/
東海大学/帯広畜産大学/山口
大学/広島大学/岩手大学/高知
大学/鹿児島大学/神奈川県立
産業技術短期大学校

平成11

152 経済局
(公財）横浜市消費者
協会　総務課

（財）横浜市消費者協会評議員
会

（財）横浜市消費者協会評議員委嘱（平成24年11月から公益財団法人に
移行）

6
横浜国立大学
中央大学

平成13

153 経済局
(公財）横浜市消費者
協会　総務課

（公財）横浜市消費者協会評議
員会

（公財）横浜市消費者協会評議員委嘱 6
横浜国立大学
名古屋経済大学

平成24

154 経済局
(公財）横浜市消費者
協会　総務課

（公財）横浜市消費者協会理事
会

（公財）横浜市消費者協会理事委嘱 6
横浜国立大学

平成24

155 経済局
(公財）横浜市消費者
協会　啓発相談課 消費者啓発事業 大学生及び職員を対象に悪質商法被害防止に向けた講座を開催 5

横浜市立大学
明治学院大学
昭和大学

平成20
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■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査

№
区・局

･統括本部
課・外郭団体 連携事業名 具体的な連携取組の内容

内容
種別

連携先の大学
事業

開始年度

【連携内容種別】　１：調査・研究（委託、補助金、共同、協働）、２：講座・研修の講師・コーディネーター、３：市業務への提案・指導等
４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他

156 経済局
(公財）横浜市消費者
協会　啓発相談課 消費者啓発事業

市内大学生を対象にリーフレットを配布。慶応義塾大学は大学名の名入れ
等校正段階から連携し、新入生全員に配布。

5

関東学院大学／神奈川大学／
慶応義塾大学／國學院大學／カ
リタス女子短期大学／昭和大学
／鶴見大学／桐蔭横浜大学／
東京工業大学／東京都市大学
／東洋英和女学院大学／日本
体育大学／フェリス女学院大学／
明治学院大学／横浜国立大学
／横浜商科大学／横浜女子短
期大学／横浜創英大学／横浜
美術大学／横浜市立大学／横
浜薬科大学

平成20

157 経済局
(公財）横浜市消費者
協会　啓発相談課 大学連携事業

大学の学生が企画、制作するタウン誌に消費生活総合センターへの取材記
事や若者への啓発記事を掲載することで、学生と協働し、学生主導の若者
啓発を実施。

4
関東学院大学
横浜市立大学

平成24

158
こども青少年
局

企画調整課
次世代育成支援行動計画推進
協議会

次世代育成支援行動計画推進協議会の委員に任命 6
横浜市立大学
帝京大学
浦和大学

平成17年

159
こども青少年
局

企画調整課 横浜市児童福祉審議会
横浜市児童福祉審議会（第28期、29期）の委員・臨時委員に任命
※下部組織委員会の委員も含む。

6

明治学院大学
日本体育大学
東京家政大学
東洋英和女学院大学
神奈川県立保健福祉大学
鶴見大学

昭和31年

160
こども青少年
局

青少年育成課
困難を抱える青少年のための寄り
添い型支援事業

委託事業「困難を抱える青少年のための寄り添い型支援事業」の受託によ
る、複合的な課題を抱えた小・中学生に対する学習支援

4 神奈川大学 平成22年

161 こども青少年局青少年育成課
横浜市青少年施設指定管理者
選定評価委員会

横浜市青少年施設指定管理者選定評価委員会の委員に任命 6 横浜国立大学 平成24

162
こども青少年
局

青少年相談センター ユースサポーター訪問事業

心理学及び社会福祉学等を専攻する大学生等をユースサポーターとして登
録し、ひきこもり状態にある若者に家庭訪問を行うことにより、社会参加にむけ
た支援を行う「ユースサポーター訪問事業」のサポーター募集に協力してもらっ
た。

7 横浜市立大学 平成２４

163
こども青少年
局

子育て支援課
横浜市子育て支援事業運営事業
者選定委員会

横浜市子育て支援事業運営事業者の選定委員として就任を依頼。 6 國學院大學 平成24

164
こども青少年
局

子育て支援課
横浜市子育て支援事業運営事業
者選定委員会

横浜市子育て支援事業運営事業者の選定委員として就任を依頼。 6 関東学院大学 平成24

165
こども青少年
局

子育て支援課
横浜市子育て支援事業運営事業
者選定委員会

横浜市子育て支援事業運営事業者の選定委員として就任を依頼。 6 鶴見大学 平成24

166
こども青少年
局

子育て支援課 幼児教育事例集作成委員会
幼児教育と小学校教育との円滑な接続と双方の教育の充実を図ることを目
的に、幼児教育研究事例集を作成するための委員会の委員に任命。

6 明治学院大学 平成7

167
こども青少年
局

子育て支援課 幼児教育推進協議会
幼児教育と小学校以降の教育の相互充実と連携推進を図るための協議会
の委員に任命。

6 明治学院大学 昭和58
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■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査

№
区・局

･統括本部
課・外郭団体 連携事業名 具体的な連携取組の内容
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４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他

168
こども青少年
局

子育て支援課
私立幼稚園等特別支援教育費
補助金保育状況検討会

私立幼稚園等特別支援教育費補助金の補助対象園児の検討会委員を
依頼。

6 横浜市立大学 昭和54

169
こども青少年
局

こども家庭課
横浜市子育てＳＯＳ連絡会（横浜
市要保護児童対策地域協議会
代表者会議）

横浜市子育てＳＯＳ連絡会（横浜市要保護児童対策地域協議会代表者
会議）の委員

6 明治学院大学 平成８

170
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部
（横浜市青少年育成セ
ンター）

ボランティア支援室への支援
神奈川大学ボランティア支援室の運営に関するアドバイスを学生スタッフなら
びに担当職員に対して当法人で培ったノウハウをもって年間２回ほどアドバイス
した。

4 神奈川大学 平成14

171
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部（横浜市野島
青少年研修センター）

野島クリスマスキャンプ
市内の個別支援学級に通う児童・生徒のキャンプに支援ボランティアとして学
生の受け入れ

4 関東学院大学／鎌倉女子大学 平成17

172
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部（横浜市野島
青少年研修センター）

カヌー体験キャンプ カヌー体験キャンプに支援ボランティアとして学生の受け入れ 4 関東学院大学／鎌倉女子大学 平成24

173
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部
（横浜市青少年交流セ
ンター）

社会教育主事課程実習 社会教育主事課程実習生の受入 5 日本体育大学 平成24

174
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部
（横浜市青少年交流セ
ンター）

夏期青年ボランティアの受入 ボランティアとしての学生の受入 5 神奈川大学 平成24

175
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部
（横浜市青少年交流セ
ンター）

夏期青年ボランティアの受入 ボランティアとしての学生の受入 5 神奈川大学 平成15

176
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部
（横浜市青少年交流セ
ンター）

青少年活動を支える人材育成事
業

ボランティア活動をテーマにした講義 2 神奈川大学 平成23

177
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部
（横浜市青少年交流セ
ンター）

青少年活動を支える人材育成事
業

施設見学及び社会教育施設についての講義 5 神奈川大学 平成24

178
こども青少年
局

公益財団法人よこはま
ユース
施設部
（横浜市青少年交流セ
ンター）

本の架け橋プロジェクト 神奈川大学とＢＯＯＫ-ＯＦＦとの産学連携事業への協力 4 神奈川大学 平成24

179
こども青少年
局

青少年育成課 横浜市子ども・若者支援協議会 横浜市子ども・若者支援協議会の委員を依頼 6
放送大学
静岡県立大学

平成22

180 健康福祉局 福祉保健課
福祉保健センター人材育成アドバ
イザリースタッフ派遣事業

定期的またはスポット的に、区の社会福祉職・看護職に対する地域支援や
人材育成等に関する相談及び助言を依頼

4
・明治学院大学
・横浜市立大学

平成18
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■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査

№
区・局

･統括本部
課・外郭団体 連携事業名 具体的な連携取組の内容
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【連携内容種別】　１：調査・研究（委託、補助金、共同、協働）、２：講座・研修の講師・コーディネーター、３：市業務への提案・指導等
４：事業の運営、協力・協働、５：大学への供与（インターンシップ、講義等）、６：審議会・審査会・各種委員会等の委員、７：その他

181 健康福祉局 福祉保健課
健康福祉局主催　看護職習熟期
(15年目以上）研修

習熟期社会福祉職員に地域マネジメントに必要な視点・役割に関する研修
を実施

2 横浜市立大学 平成21

182 健康福祉局 福祉保健課 横浜市福祉のまちづくり推進会議
福祉のまちづくりに関する基本的事項を調査審議するため、市長の附属機関
として設置される「横浜市福祉のまちづくり推進会議」に出席し、専門的知見
を生かし意見を述べる。

6 横浜国立大学 平成９

183 健康福祉局 福祉保健課 横浜市福祉のまちづくり推進会議
福祉のまちづくりに関する基本的事項を調査審議するため、市長の附属機関
として設置される「横浜市福祉のまちづくり推進会議」に出席し、専門的知見
を生かし意見を述べる。

6 東洋英和女学院大学 平成９

184 健康福祉局 障害企画課 障害者施策推進事業 横浜市障害者施策推進協議会委員に任命 6 横浜国立大学 平成22

185 健康福祉局 障害企画課 障害者施策推進事業 横浜市障害者施策検討部会委員に任命 6 横浜国立大学 平成22

186 健康福祉局 障害企画課 横浜市立大学連携福祉施設実習
横浜市立大学の医学部生に対し、知的や身体障害のある方等が通う障害
福祉施設等で現場実習を行うにあたり、施設側との連絡・調整を行います。

2 横浜市立大学 平成22

187 健康福祉局 障害企画課 障害者施策推進事業 精神保健福祉審議会委員に任命 6 東洋英和女学院大学 平成20

188 健康福祉局 障害企画課 障害者施策推進事業 精神保健福祉審議会委員に任命 6 明治学院大学 平成20

189 健康福祉局 障害企画課 障害者施策推進事業 精神保健福祉審議会委員に任命 6 横浜市立大学 平成20

190 健康福祉局 障害企画課 職場実習事業 神奈川大学生活協同組合の店舗を障害者の職場実習先の一つとして登録 7 神奈川大学 平成22

191 健康福祉局 障害企画課 共同受注事業
障害者施設で作製している自主製品の販路拡大として、神奈川大学生活
協同組合に働きかけ、神奈川区内の障害者施設「ネバーランド」のパン・クッ
キーの販売を大学内で実施

7 神奈川大学 平成20

192 健康福祉局 障害企画課 共同受注事業 平日学校内の定期清掃を障害者施設「エヌ・クラップ」が実施している。 7 八洲学園大学 平成24

193 健康福祉局 障害企画課
地域における障害者職業能力開
発事業

障害者雇用事業所（大学）における福祉施設職員の就業体験の受入れ 4 横浜市立大学 平成24
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■24年度横浜市と大学が連携した取組に関する調査

№
区・局

･統括本部
課・外郭団体 連携事業名 具体的な連携取組の内容
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【連携内容種別】　１：調査・研究（委託、補助金、共同、協働）、２：講座・研修の講師・コーディネーター、３：市業務への提案・指導等
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194 健康福祉局 障害福祉課 横浜市障害者自立支援協議会 横浜市障害者自立支援協議会委員に任命しました。 6 東洋英和女学院大学 平成19

195 健康福祉局 健康安全課 海外旅行時の感染症予防啓発

　海外旅行先で感染症にり患し、渡航先や帰国後国内で発症するケースが
増加し、特に大学生などの若年層に感染者が多い傾向にあります。
　海外旅行由来の感染症の発生状況や発生リスク等について作成したチラシ
を活用して感染者の多い学生等を中心に積極的に啓発を行い、海外旅行
での感染症の未然防止を図ります。

7 市内全大学 平成24

196 健康福祉局 健康安全課 エイズ啓発・情報提供事業 講師依頼 2 横浜市立大学 平成７

197 健康福祉局 医療安全課
市民向け医薬品適正使用啓発講
演会

「メタボの薬と健康食品」の講師を依頼した 2 横浜薬科大学 平成21

198 健康福祉局 医療安全課
第１回「薬物乱用防止キャンペー
ン」in横濱

以下の事業を主催（実行委員会）で開催。横浜市健康福祉局共催事業。
・薬物乱用防止ポスター作品展（９月４日～１０日、みなとみらいギャラリーC）
・啓発コンサート（９月６日、関内ホール大ホール）
・啓発イベント（９月９日、クイーンズサークル（みなとみらいクイーンズスクエア横
浜））

4 横浜薬科大学 平成24

199 健康福祉局 保健事業課
大学生向け喫煙防止啓発チラシ
の配布を通じた喫煙防止啓発事
業

各大学の新入生ガイダンス等でチラシを配布し、喫煙防止啓発を実施 4

神奈川大学／カリタス女子短期大
学／関東学院大学／慶應義塾
大学／國學院大學／星槎大学
／桐蔭横浜大学／東京藝術大
学大学院／東京都市大学／東
洋英和女学院大学／日本体育
大学／フェリス女学院大学／八重
洲学園大学／横浜女子短期大
学／横浜商科大学／横浜市立
大学／横浜美術大学／横浜薬
科大学

平成22

200 健康福祉局 福祉保健課
健康福祉局主催　看護職初任期
（保健師２年目）研修

保健師２年目職員に対し、集団及び地域支援の必要性と保健師の役割に
ついての研修を実施

2 慶應義塾大学 平成18

201 健康福祉局

社会福祉法人　横浜
市社会福祉協議会
横浜生活あんしんセン
ター
福祉保健課

市民後見人養成・活動支援事業 市民後見人を養成するための研修の講師を依頼した。 2 東洋英和女学院大学 平成23

202 健康福祉局

社会福祉法人　横浜
市社会福祉協議会
横浜生活あんしんセン
ター
福祉保健課

市民後見人養成・活動支援事業
市民後見人養成・活動支援を推進するための推進委員会の委員を依頼し
た。

6 東洋英和女学院大学 平成23

203 健康福祉局

障害福祉課

障害者スポーツ文化セ
ンター横浜ラポール

人材育成事業
大学での講義や、障害者のスポーツ現場で、学生に体験実習をしてもらいま
す。

5 桐蔭横浜大学 平成23

204 健康福祉局

障害福祉課

障害者スポーツ文化セ
ンター横浜ラポール

人材育成事業
大学での講義や、障害者のスポーツ現場で、学生に体験実習をしてもらいま
す。

5 國學院大學 平成23

205 健康福祉局
こころの健康相談セン
ター

普及啓発事業 講演会を共催実施 4 横浜市立大学 平成24

206 環境創造局 政策課 横浜市環境創造審議会
横浜市の環境保全及び創造に関する事項について調査審議する「横浜市
環境創造審議会」の委員として委嘱

6

東京農業大学／関東学院大学
／横浜国立大学／東京海洋大
学／上智大学／東京都市大学
／大妻女子大学

平成19
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207 環境創造局 政策課
横浜みどりアップ計画
市民推進会議

「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）（平成21年４月策定）の推進に向
け、施策・事業の市民への情報提供、評価及び意見・提案等を市民参加に
より行うための「横浜みどりアップ計画市民推進会議」の委員として委嘱

6
東京農業大学／千葉大学大学
院／関東学院大学

平成21

208 環境創造局 政策課
国際環境地域拠点（RCE)機能構
築事業

持続可能な社会の実現に向け、国連大学によって認定された地域拠点
（RCE横浜）におけるESD活動の展開とネットワーク化
・横浜RCEネットワーク推進協議会による運営・展開
・RCE横浜若者連盟による大学生を中心としたESDの展開

4
慶応義塾大学／東京都市大学
／フェリス女学院大学／横浜国立
大学／横浜市立大学

平成18

209 環境創造局 政策課
生物多様性自治体ネットワーク定
期総会開催記念生物多様性ミニ
フォーラム

生物多様性自治体ネットワークの定期総会が横浜で開催されることに合わ
せ、生物多様性の生物多様性自治体ネットワーク総会の開催を記念し、生
物多様性について自治体の果たすべき役割、将来像等や取組の情報共有
のため、国連生物多様性の10年委員会委員長代理　涌井史郎氏の基調
講演、会員自治体の取組事例報告を行いました。

2 東京都市大学 平成24

210 環境創造局 政策課
生きもの調査から見える横浜の生
物多様性

平成23年度において、本市における生物多様性の保全・再生・創造に向け
たエコロジカルネットワークの拠点としての緑地、公園、ビオトープ（トンボ池を中
心）等の現況・評価等について、調査・研究結果の報告会を開催しました。

2 東京都市大学 平成23

211 環境創造局 政策課 地球環境未来都市研究会

「地球環境未来都市研究会」（平成24年７月25日設立）は、大学、行政、
企業など様々な団体が、環境未来都市のあるべき姿を空間・社会システムの
視点から検討・研究を進めるものです。
　研究会では、情報技術革命でもたらされたＩＣＴを活用して、地圏・水圏・大
気圏・
生物圏等の情報データベースとモデル・シミュレーション機能を備えた「ＩＴプラッ
トフォーム」を構築・活用し「環境未来都市」をデザインし、実現・運用していく
ことを目標としています。

1
横浜国立大学/神奈川大学/東
海大学 平成24

212 環境創造局 政策課 横浜環境活動賞審査委員会 「横浜環境活動賞審査委員会」の委員として委嘱 6
東京都市大学（市内）/日本大学
（生物資源科学部、市外）

平成5

213 環境創造局 政策課 横浜グリーン購入ネットワーク

事業者、消費者、教育関係者、行政機関等と連携し、環境への負荷の小さ
い製品やサービスを優先的に購入するグリーン購入活動を促進しています。具
体的な活動として、環境負荷低減活動及びグリーン購入に関する情報の収
集及び提供や普及啓発及び教育研修など多岐に渡りを活動をしています。

4 横浜市立大学 平成21

214 環境創造局 環境影響評価課 横浜市環境影響評価審査会 横浜市環境影響評価審査会委員に任命 6
千葉工業大学／千葉大学／相
模女子大学／首都大学東京／
東京大学／日本大学

平成１１

215 環境創造局 みどりアップ推進課 よこはま森の学校
市内大学と連携し、環境活動や事前体験学習等を実施。市内で成果発表
会開催。

4
東京都市大学、フェリス女学院大
学、東洋英和女学院大学

平成23

216 環境創造局 みどりアップ推進課 地域緑のまちづくり事業 地域の方々と横浜市が協力して地域にふさわしい緑を創出する事業 4 東京都市大学 平成24

217 環境創造局 動物園課繁殖センター 環境生命専門実習 5月中旬に横浜市立大学3年時の実習授業を受け入れ（約20名、3日間） 2 横浜市立大学 平成22

218 環境創造局 下水道水質課
横浜市立大学エクステンション講座
の共催

横浜市立大学が一般市民向けに開催している『横浜市立大学エクステンショ
ン講座』を共催し、下水道事業に関する講義を通じた広報を行う。

2 横浜市立大学 平成23

219 環境創造局 港北水再生センター
H24東京都市大学環境情報学部
施設見学

港北水再生センター施設見学 2 東京都市大学 平成22
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220 環境創造局
西部水再生センター

下水道水質課

横浜薬科大学生のための
下水道講座

西部水再生センターにおいて、横浜薬科大学の学生約270名への下水道講
座を平成24年10月から11月の間、合計6回実施。

5 横浜薬科大学 平成24

221 環境創造局 栄水再生センター 下水試料の提供
研究の協力として栄第一水再生センター最初沈殿池から試料水を１０L提供
※事業としては、21年度より開始。

4 横浜国立大学

222 環境創造局 下水道事業推進課 下水道事業経営研究会
下水道事業の経営に関し必要な事項について調査・研究し、審議する「下
水道事業経営研究会」の委員に委嘱

6

横浜国立大学／横浜市立大学
／東京大学大学院／／首都大
学東京大学院／東北大学大学
院

平成14

223 環境創造局
（公財）横浜市緑の協
会
金沢動物園

梅見のお茶会
2月に自然公園内にある梅林の中で、開花中の梅を眺めながら野点をお客さ
まに楽しんでいただくイベントの協力。事前の広報や舞台の準備は動物園側
で行い、当日の運営は連携する大学の茶道部が主体で行う。

4 横浜市立大学 平成24

224 環境創造局
(公財)横浜市緑の協
会
金沢動物園

講師依頼 国際総合科学部共通教養科目総合講義 5 横浜市立大学国際総合科学部 平成１８

225 環境創造局
(公財)横浜市緑の協
会
金沢動物園

講師依頼 環境生命フィールドワーク 5 横浜市立大学国際総合科学部 平成１８

226 環境創造局
(公財)横浜市緑の協
会
野毛山動物園

死体提供 動物学実験の標本作製用として提供 1 鶴見大学歯学部 平成22以前

227 環境創造局
(公財)横浜市緑の協
会
野毛山動物園

博物館実習
教育普及職員、飼育職員、獣医職員の指導のもと、動物園における概論を
実習する。

5
東京農業大学／麻布大学／日
本獣医生命科学大学/神奈川大
学/東海大学/

平成24

228 環境創造局
(公財)横浜市緑の協
会
野毛山動物園

動物園学習 歯学部1年生の選択科目授業の講義 5 鶴見大学歯学部 平成24

229 環境創造局
(公財)横浜市緑の協
会
野毛山動物園

動物園学習 博物館実習Ⅳ（見学実習） 5 神奈川大学理学部 平成24

230 建築局 企画課
横浜市と東京急行電鉄株式会社
との「次世代郊外まちづくり」

横浜市と東京急行電鉄株式会社が進める、「次世代郊外まちづくり」の推進
において、検討部会への協力

4 横浜国立大学 平成23

231 建築局 企画課
横浜市と東京急行電鉄株式会社
との「次世代郊外まちづくり」

横浜市と東京急行電鉄株式会社が進める、「次世代郊外まちづくり」の推進
において、検討部会への協力

4
東京大学／東京工業大学／慶
應義塾大学／千葉大学

平成23

232 建築局 住宅計画課
大規模団地再生に伴う空店舗活
用

地域コミュニティ活性化に向けて、団地内センター商店街の空き店舗を活用
し、地元商店会と大学との連携により、多世代コミュニティを育む地域交流拠
点を開設（夏季限定）

7 関東学院大学 平成24
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233 建築局 建築環境課 横浜市　建築環境セミナー　2012
戸建住宅の省エネ対策・快適な住まい方の知恵や工夫等についての講演等
を依頼

2
東京都市大学
横浜国立大学

平成24

234 建築局 建築環境課
横浜市建築物環境配慮評価認
証委員会

委員として委嘱 6

慶應義塾大学
東京都市大学
東海大学
明治大学

平成18

235 建築局 営繕企画課
横浜市公共建築物耐震工法検
討委員会

委員として委嘱 6
横浜国立大学、東京工業大学、
関東学院大学、芝浦工業大学

平成９

236 建築局 営繕企画課
建築局入札参加資格審査・指名
業者選定委員会

建築に係る設計を委託する業者選定において、公募型でプロポーザルを行う
場合、評価検討会の委員として依頼

6
横浜市立大学、関東学院大学、
横浜国立大学

平成５

237 建築局 営繕企画課 建築セミナー 建築セミナー講師として依頼 2 横浜国立大学 平成４

238 建築局 保全推進課
横浜市ESCO事業提案審査委員
会

委員として委嘱 6
慶応義塾大学、横浜国立大学

平成16

239 都市整備局 都市デザイン室 横浜市屋外広告物審議会 横浜市屋外広告物審議会委員に任命 6
東京都市大学・同大学院
多摩美術大学

昭和31

240 都市整備局 都市デザイン室 横浜市都市美対策審議会 横浜市都市美対策審議会委員に任命 6

早稲田大学、東海大学、関東学
院大学、武蔵野美術大学、東京
大学、横浜国立大学大学院、横
浜市立大学

昭和40

241 都市整備局 都市デザイン室 歴史的景観保全委員 歴史的景観保全委員に任命 6
神奈川大学、横浜国立大学大学
院、東京大学大学院、関東学院
大学、ものつくり大学

昭和63

242 都市整備局 都市デザイン室
関内地区の商業・業務活性化策
とエリアマネジメント協議会

関内地区の商業・業務活性化策など、エリアマネジメントに向け、地元、大
学、行政が協働して取り組む

1 横浜市立大学 平成20

243 都市整備局 都市デザイン室 美しい横浜港形成検討事業
都心臨海部・インナーハーバー整備構想を踏まえた調査・検討及び地区まち
づくり団体等の支援

4

大学まちづくりコンソーシアム横浜
（神奈川大学／関東学院大学／
横浜国立大学／横浜市立大学
／東京大学　）

平成21

244 道路局 橋梁課
雪見人道橋の塗装・舗装のデザイ
ン検討

雪見人道橋の塗装塗り替えに伴い、橋の塗装デザインとフット照明も考慮し
た舗装デザインを学生から募集・検討した。

3 関東学院大学 平成24

245 港湾局 企画調整課 横浜市港湾審議会 横浜市港湾審議会委員に任命 6

横浜国立大学院
東京海洋大学
東海大学
日本大学

昭和39
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246 港湾局 企画調整課
山下ふ頭土地利用構想検討懇談
会

山下ふ頭土地利用構想検討懇談会委員を依頼 6

政策研究大学院大学
千葉大学
横浜国立大学
早稲田大学

平成24

247 港湾局 企画調整課 横浜港港湾計画検討部会 部会委員を依頼 6

横浜国立大学院
東京海洋大学
東海大学
日本大学

平成24

248 消防局 予防課
地域特性を考慮した効果的な放
火火災防止対策と支援システムの
研究開発

定量的・客観的な判断基準に基づいた地域の放火火災危険度を考慮し、
地域コミュニティの力を活かした放火火災防止対策支援システムを構築する。

1
横浜国立大学
東京大学

平成24

249 消防局 管理・研究課
消防資機材の開発・改良及び消
防活動支援に関する共同研究契
約

消防隊員の疲労度判定方法の研究・消防隊員の献身的かつ過剰な活動
の結果、自らの健康状態にまで気が回らず、過度なヒートストレスに陥る事例
が報告されている。未然防止の観点からは、リアルタイムで自らの状態を把握
する必要がある。そこで消防活動中の身体状況を、自らの生理的情報と災
害現場等の環境情報及び隊員が感じる疲労感を組み合わせた疲労度を指
標とした確認手法についての研究を共同して行う。

1 横浜国立大学 平成21

250 消防局 金沢消防署
学生と消防署・消防団との消防応
援協定

・大規模地震発生時、消火活動補助や応急救護活動等にあたる。
・救命講習会及び初期消火訓練等の実施。

4 関東学院大学 平成18

251 水道 人材開発課
技術者養成実技研修
（コンクリートコース：基礎）

この研修は、今後、大規模工事や施工困難な工事が増大すると考えられる
ことから、さらなる技術力の向上のため、土木技術の専門知識（コンクリートの
基礎）を職員に修得させることを目的としています。

2 関東学院大学 平成24

252 水道 人材開発課
技術者養成実技研修
（土質コース：基礎）

この研修は、今後、大規模工事や施工困難な工事が増大すると考えられる
ことから、さらなる技術力の向上のため、土木技術の専門知識（土質の基礎）
を職員に修得させることを目的としています。

2 関東学院大学 平成24

253 水道局 経営企画課
経営状況を分かりやすく伝える取
組

万人に親しまれやすい「マンガ」というツールを活用し、水道事業の重要性や実
施している施策、経営の状況などについて、一般のお客さまにわかりやすく伝え
るための取組。横浜市立大学の学生と協働し、マンガを制作。

4 横浜市立大学 平成24

254 水道局 経営企画課 学生による水道研究コンテスト

平成24年11月に開催した水道技術国際シンポジウムの企画の一つとして「学
生による水道研究コンテスト」（※）を実施した。募集した結果、右記の大学か
ら応募があり、シンポジウムの展示会場で発表・表彰を行った。

（※）水道に関する研究成果・企画について学生に広く募集した企画

4
(1)フェリス女学院大学
(2)関東学院大学
(3)東京都市大学

平成24

255 水道局 浄水課
横浜市水のふるさと道志の森基金
審査委員会

道志の森基金を財源とする補助金等の交付に関する審査委員会への委員
就任

6 関東学院大学 平成20

256 水道局 建設課
池状構造物（コンクリート）のせん断
補強方法に関する基礎的研究

配水池等の施設を耐震補強するにあたり、せん断耐力が不足する箇所に高
価なせん断補強筋を多数使用し、工事費が嵩む傾向にある。そこで、新たな
せん断補強方法について、理論と実証実験を行い、耐震補強工事における
コスト縮減及び工期の短縮を図る目的で、大学と共同研究を行った。

1 横浜国立大学大学院 平成23

257 交通局 観光企画課 グリーンライン沿線会議
沿線の町内会、商店街、集客施設、区役所と連携し、年６回会議を開催
し、沿線の活性化と地下鉄の利用促進に取り組んでいる。会議を通じて、大
学のイベントのPR協力やブース出展を実施。

4 慶應義塾大学 平成19

258 交通局 観光企画課
市内遊覧バス「横濱ベイサイドライ
ン」公式CM動画コンテスト

市内遊覧バス「横濱ベイサイドライン」公式CM動画コンテストの開催周知チラ
シの学内掲出。

7 市内28大学 平成24
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259 交通局 観光企画課
市内遊覧バス「横濱ベイサイドライ
ン」公式CM動画コンテスト

市内遊覧バス「横濱ベイサイドライン」公式CM動画コンテストの授業での取り
上げ。

7 神奈川大学 平成24

260 病院経営局 経営経理課 横浜市立病院経営委員会 委員の委嘱 6 慶應義塾大学 平成21

261 病院経営局 経営経理課 脳血管医療センター連携会議
脳血管医療センターの経営改善に向け、横浜市立大学と病院経営局の連
携策について検討を行った。

4 横浜市立大学 平成24

262
教育委員会事
務局

中央図書館企画運営
課

横浜市山内図書館指定管理者
運営評価委員会委員

山内図書館指定管理者の管理業務評価を第三者評価により行うにあたり
設置した「横浜市山内図書館指定管理者選定評価委員会」の委員を委嘱

6 横浜市立大学 平成22

263
教育委員会事
務局

中央図書館企画運営
課

交通拠点での図書館サービス機能
強化事業

通勤・通学などの市民生活の動線が重なる交通の拠点での、身近で便利な
図書館サービスの一層の充実を図るための具体的な検討を進めるにあたり、
基本計画調査を実施。

1 横浜市立大学 平成23

264
教育委員会事
務局

中央図書館企画運営
課

図書館視察の受入
図書館情報学、生涯学習、建築学等を専攻する学生及び引率教員による
図書館視察を受入れ、説明及び案内を行う

5 鶴見大学／神奈川大学 平成6

265
教育委員会事
務局

中央図書館企画運営
課

図書館司書実習生受入

図書館司書資格の取得にあたり、図書館での実習を課している大学の学生
を実習生として受入れ、中央図書館と地域図書館において、実習や講義を
行う。
24年度は全２回実施（１回目は12日間、２回目は10日間）。

5
筑波大学／慶應義塾大学／立
教大学／國學院大學／中央大
学／専修大学

不明（平成20
以前から）

266
教育委員会事
局

調査資料課 ヨコハマライブラリーカフェ

大学側にゲスト（講師）を派遣いただき、図書館は、広報用チラシ、ポスター、
図書館ＷＥＢサイトへの記事掲載など各種媒体で、大学広報に協力しまし
た。
＊ヨコハマライブラリーカフェは、１回２時間、毎回異なるテーマについて、参加
者と専門家がお茶を飲みながら語り合い、図書館で所蔵する豊富な関連資
料にも触れられる知的情報交流の場です。平成24年度は10回開催し、その
うち３回、市内大学と連携しました。

2

カリタス女子短期大学
横浜美術大学
（温暖化対策統括本部をとおして
横浜国立大学大学院とも連携し
ました）

平成24

267
教育委員会事
務局

戸塚図書館
地域資料寄贈等による蔵書再構
築

紀要、大学史、付属研究所刊行物等の受贈と課題図書等の情報提供によ
る蔵書の再構築

4 明治学院大学 平成24

268
教育委員会事
務局

戸塚図書館 おはなし会ボランテイア
学生からなるおはなしボランテイアグループの有志が当館定例おはなし会へ参
加

4 明治学院大学 平成24

269
教育委員会事
務局

戸塚図書館 学生ボランテイア活動の発表
ボランテイアセンター学生による東日本大震災等でのボランテイア活動の展示
発表

4 明治学院大学 平成24

270
教育委員会事
務局

山内図書館
2010年代を生きる知恵を『源氏物
語』に学ぶ

横浜市立大学の教員を講師とする文学講座。全５回 2 横浜市立大学

271
教育委員会事
務局

山内図書館
線形代数学入門～ベクトルと行列
意味がわかる線形代数学～

横浜市立大学の教員を講師とする数学講座。全４回 2 横浜市立大学
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272
教育委員会事
務局

山内図書館
35周年記念展示
1977年への旅～山内図書館開館
時の風景～

横浜美術大学の教員、学生に開館時（35年前）の山内図書館付近のジオラ
マ制作を依頼。完成作品の展示。（開館35周年事業）

4 横浜美術大学

273
教育委員会事
務局

金沢図書館
はまっ子読書の日記念　特別おは
なし会　～いろいろな国の絵本を楽
しもう！～

人間環境学部人間発達学科の学生さんで構成される「お話聞かせ隊」と協
力し、児童向け特別おはなし会を実施

4 関東学院大学 平成22

274
教育委員会事
務局

金沢図書館
横浜市立大学　地方史コレクション
「旅する地方史」

期間中開催される市民講習会に関連する、学術情報センター所蔵の資料や
パネルの展示および講座の案内と併学術情報センターの市民利用の案内

4 横浜市立大学 平成24

275
教育委員会事
務局

教職員育成課
横浜国立大学教育実践総合セン
ターとの連携協力

県、川崎、横浜向けに横浜国立大学で企画した国大連携融合研修を開催 5 横浜国立大学 平成16

276
教育委員会事
務局

教職員育成課 連携強化推進プロジェクト 横浜国立大学と横浜市教員の採用前実践講座として指導主事を派遣 5 横浜国立大学 平成18

277
教育委員会事
務局

特別支援教育課 自閉症教育推進委員会
○会議委員として委嘱
○自閉症教育研究実践校への指導助言者

4
横浜国立大学
明治学院大学

平成23

278
教育委員会事
務局

特別支援教育課 明治学院大学「体験活動」
明治学院大学２年次生が、「体験活動方法論」の授業の一環として、小学
校で学習支援等を行った

5 　明治学院大学 平成23

279
教育委員会事
務局

人権教育・児童生徒
課

不登校対策事業
ハートフルフレンド家庭訪問事業

ひきこもりがちな児童生徒の家庭に派遣する大学生・大学院生の募集の依
頼、実施

4

関東学院大学/慶応義塾大学/
國學院大学/鶴見大学/東洋英
和女学院大学/フェリス女学院大
学/明治学院大学/横浜国立大
学/横浜女子短期大学/横浜市
立大学

平成11

280
教育委員会事
務局

人権教育・児童生徒
課

不登校対策事業
ハートフルフレンド家庭訪問事業

ひきこもりがちな児童生徒の家庭に派遣する大学生・大学院生・ハートフルフ
レンドのフレンドアドバイザー（指導員）の依頼

4
慶応義塾大学/明治学院大学/
横浜国立大学/横浜市立大学

平成11

281
教育委員会事
務局

生涯学習文化財課
文化財施設５館　指定管理者選
定評価委員会

文化財施設（横浜都市発展記念館、横浜ユーラシア文化館）における指定
管理者選定評価委員会委員への委嘱

6 横浜国立大学 平成24

282
教育委員会事
務局

生涯学習文化財課
第13期　横浜市文化財保護審議
会

委員の委嘱 6
関東学院大学／横浜国立大学
／横浜市立大学

昭和63

283
教育委員会事
務局

生涯学習文化財課
第13期　横浜市文化財保護審議
会

専門委員の委嘱 6
神奈川大学
横浜市立大学

昭和64

284
教育委員会事
務局

生涯学習文化財課
第13期　横浜市文化財保護審議
会

委員の委嘱 6

國學院大学／放送大学／青山
学院大学／昭和女子大学／成
城大学／清泉女子大学／大正
大学／東京農業大学／立正大
学

昭和63
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285
教育委員会事
務局

指導企画課
理数系教員（コア・サイエンス・
ティーチャー）養成拠点構築事業

神奈川県内の小中学校教員の理科教育における指導力の向上に資するた
め、地域の理科教育の核となる理数系教員（コア・サイエンス・ティーチャー：Ｃ
ＳＴ）を養成する。具体的には、横浜国立大学が各教育委員会から推薦され
た現職教員に対し、ＣＳＴ養成のための研修・実習を行う。

4 横浜国立大学 平成21

286
教育委員会事
務局

生涯学習文化財課
（公財）横浜市ふるさと
歴史財団

横浜開港資料館
博物館実習、インターンシップ

大学生の博物館実習受入、インターンシップ受入 5
横浜市立大学大学院、神奈川大
学、横浜国立大学、関東学院大
学、鶴見大学

昭和57

287
教育委員会事
務局

生涯学習文化財課
（公財）横浜市ふるさと
歴史財団

横浜市歴史博物館
企画展講演会

企画展に関連した講演会の開催 2
神奈川大学

平成24年

288
選挙管理委員
会事務局

選挙課
若年層向け常時啓発用映像の企
画・制作事業

投票率の低下が顕著である若年層に向け、選挙や民主主義という題材を自
身の身近なものとして感じるきっかけとなるような映像作品を企画し、制作し
た。

4 東京芸術大学 平成23

289
選挙管理委員
会事務局

選挙課
若年層向け選挙啓発事業の提案
募集

低投票率の若年層向け選挙啓発の一環として、横浜市選挙管理委員会が
過去14回にわたって実施してきた「投票参加状況調査」のデータ等を大学生
という若年層独自の視点から分析し、より効果的な選挙時又は常時啓発事
業について論文にて提案していただいた。また、それぞれの研究成果について
論文集を制作し、発表会も開催した。

1
横浜市立大学
明治学院大学
神奈川大学

平成24

290
温暖化対策統
括本部

調整課

横浜国立大学大学院都市イノ
ベーション学府　単位取得講座「低
炭素型都市づくりへ・産業界の挑
戦と都市マネジメント」　※一部、
市民公開講座

横浜国立大学大学院都市イノベーション学府の単位取得講座としてＹＥＳ講
座「低炭素型都市づくりへ・産業界の挑戦と都市マネジメント」（全15回）を開
催し、うち4回を市民公開講座とした。大学、ＹＥＳ、（一般財団法人）経済広
報センターの「企業人派遣講座」の3者による協働企画

4
横浜国立大学（横浜国立大学大
学院都市イノベーション学府）

平成23

291
温暖化対策統
括本部

調整課
神奈川大学 de YES 環境社会論
「地球と生命を結ぶ「水」」

学生の単位取得講座である松本教授の受け持つ「環境社会論」全15回をＹ
ＥＳ講座（市民公開講座）として開催

4 神奈川大学 平成22

292
温暖化対策統
括本部

調整課
慶應義塾大学 de YES 「楽しもう
未来志向のエコライフ」

慶應義塾大学 社会・地域連携室に、講師選定・会場提供・運営協力の
下、ＹＥＳ講座（市民公開講座）として開催

4 慶應義塾大学 平成24

293
温暖化対策統
括本部

調整課
中央図書館ヨコハマライブラリーカ
フェ「日常生活にひそむ 目に見えな
い環境負荷を考える」

中央図書館主催のヨコハマライブラリーカフェをＹＥＳ講座（市民公開講座）と
して開催し、横浜国立大学大学院・松本教授に講師をしていただいた。

2
横浜国立大学（横浜国立大学大
学院 環境情報研究院）

平成24

294
温暖化対策統
括本部

調整課
みなとみらいエコスポット社会見学ガ
イドツアー

横浜国大の学生組織「横国エコキャンパスプロジェクト（通称ヨコエコ）」と協働
でみなとみらい地区のエコスポットマップを作成。そのマップを元に、環境学習を
推進している横浜市立境木中学校支援学級の社会見学ルートプランを企
画、当日のガイドをしていただいた。ヨコエコは、ヨコハマ・エコ・スクール（ＹＥＳ）
の協働パートナーであり、同エコスポットマップは、１２月のエコプロダクツ展（東
京ビッグサイト会場）でも横浜市出展内容のひとつとして提供いただいた。

4 横浜国立大学 平成24

295
温暖化対策統
括本部

プロジェクト推進課 ブルーカーボン事業

・年４回開催した「ブルーカーボン検討委員会」に委員として参加し、事業に
対するアドバイス等を頂いた。
・「第１回ブルーカーボン・シンポジウムin横浜」に参加し、パネルディスカッション
のメンバーとして討論に参加。
・ブルーカーボン実証実験施設に付着したムラサキイガイからたんぱく質等の研
究を行い、米学術雑誌に掲載。

6 横浜市立大学大学院 平成23

296
温暖化対策統
括本部

プロジェクト推進課 ブルーカーボン事業
・年４回開催した「ブルーカーボン検討委員会」にアドバイザとして参加し、事
業に対するアドバイス等を頂いた。

6 関東学院大学 平成23
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